
地震で大きな揺れがあった場合、装置は使用しないでください!

地震の揺れにより、庫内の車両や装置が動いたり、部品が破損している可能性もあります。

装置を使用（運転）すると、車両や装置に重大な二次被害を発生させる恐れがあります。
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【ご注意ください！】 装置の点検が必要な震度は「震度５弱以上」が目安となっています。

ただし、装置が設置されている地域の地盤や長周期地震動により、震度が低かった地域でも、

大きな揺れにより被害が発生した事例もあります。特に高層の建物に設置される装置に

つきましては建物・周辺で大きな揺れを感じた場合、装置の使用は控えてください。

地震の揺れにより、装置や入庫車両の部品などが

破損している可能性があります。

また、部品の落下や装置・車両が損傷するおそれが

あります。

大きな揺れがあった場合は大変危険ですので、

点検後、安全が確認されるまでは、装置を使用しない

でください。

地震の揺れで車室に格納された車両が動いて

装置に接触したり、車止めを乗り越えて車室から

はみ出すこともあります。

車が車室からはみ出した状態で装置を使用（運転）

すると、車両の落下など、車両や装置に重大な被害

を発生させる恐れがあります。



　■ご相談・お問合せは

大規模災害発生時の巡回点検に関するお願い

当社では大地震のほか、集中豪雨・豪雪等の大規模な災害が発生した際、保守契約物件の

装置について、災害の発生状況や被害状況に応じて巡回点検を実施しております。

災害時の巡回点検につきましては、多くの物件に対応する必要があり、周辺の道路・交通

状況のほか、時間帯や各物件の状況等に応じて、関係部門・管轄サービスセンターにおいて、

安全を最優先した上、順次対応させていただきます。

二次被害防止のため、安全が確認されるまで、装置の使用（運転）はお控えください。

また、庫内には立入らないようご注意ください。

なお、災害時は、装置状況によっては、復旧作業に先立ち、巡回点検・安全確保を優先させて

いただく場合がありますので、あらかじめご了承くださいますようお願い申し上げます。

当社では、大規模災害発生時には被災地域の

管轄地区に対して、全国のサービスセンター

及び、技術部門からの支援体制を整備しており

ます。

被災地域に向けて、人的支援のほか、必要な

部品・物資の供給を速やかに行なうことで、

装置の早期運転再開、復旧ができるように

努めております。

全国１５５ヵ所（当社拠点＋協力会社数）におよぶサービスネットワーク 【２０２６年４月現在】
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